
P R E S E N T  S T A T U S  O F T H E T O H O K U  L I N A C

d 丨 s e u s s e d.

1 , まえがき 

核 理 研 で は 、昭 和 5 6 年 に パ ル ス ビ ー ム ス  

ト しツチャ 一 ( S S T R ) が 完 成 し 、- 。昨 年  

あ た り か ら 本 格 的 に 原 子 核 の 実 験 に 使 用 さ れ  

る よ う に な っ て き た 。 こ れ に よ り 才 ぺ レ — タ 

は 、 S S T R と リ ニ ア ツ ク の 両 方 を コ ン ト ロ  

一 ル し な け れ ば な ら ず 負 担 に な っ て き て い る  

こ こ 数 年 我 々 は 、 リ ニ ア ツ ク の ビ ー ム を 安  

定 に す る ベ く 、 ま た オ ペ I — タ の 負 担 を 軽 く  

す る た め に 、 色 々 と 改 造 を 行 っ て ， た 。

今 回 は 、 こ こ 数 年 の 運 転 状 況 と 、 主 に 制 御  

系 を 中 心 に 現 在 の 状 態 と 問 題 点 、 計 画 に つ い  

て :PI告 す る 。

2 、運 転 状 況

図 1 は 、 こ こ 5 年 間 の 実 験 湩 別 の 実 施 状 況 で

あ る ら 課 題 採 択 数 は . 、 2 5 0 シ フ ト 前 後 （1
シ フ ト — 約 1 2 時 間 、 2 レ つ 卜 で 1 昼 夜

) で 推 移 し て い る 。 昭 和 5 4 年 に 、 3 0 4 ン

フ 卜 の 割 当 が あ っ た が 、 電 力 料 金 な ど の 関 係

で こ の 値 に お ち つ い て い る 。 種 類 別 で は 、 原

子 核 関 係 が 4 1 5 0 〜 1 6 0 、 R I と N D 関

係 が 、 そ れ ぞ れ 4 0 前 後 と ほ ぼ 一 定 し て い る
-2 9 -

1的ト....

m

56 ST 58 59

Y o s h i n o b u S h i b a s a k i S hig e k a z u Urasawa， Masayuki Oyamada 

Akira Kurihara, Sh i genobu Takahash i , Mas akatu Mu to

Abstract
In 1 981, coos t r u c t i or. of the Pulsed Be am Stretcher (SSTR) was completed at 

Kakur i ken. and since the year before last, this s y s t p ni has been used for

i og th i s t i m e； it has been a great burden

SSTR and the Linac. \n the last few years

v ari ous way to increase be am stab i 1 i ty

l aced on the operator
n t state of op e r a tion • The present status

1 y a b o u t the control system, are a1 so



図 2 で は 、 S S T R が 完 成 し て か ら の 使 わ れ か た を 表 わ し て い る 。 こ れ を 見 て  

う に 、 一 昨 年 あ た り か ら 実 験 に 使 わ れ る 割 合 が 増 え て き て い る 。 今 年 の 前 期 は 3 
が S S T R 使 用 で 採 択 さ れ て い る 。

7S な よ  

シ フ ト

3 、 制 御 系 の 現 状  

昭 和 5 1 年 、 ヱ ネルギ 

タ を 導 入 し た  

ル で き る よ う  

来 な か っ た 。

意 義 が ぁ っ た  

装 置 は コ ン ピ  

て お り 現 在 に

そ の 当 時 は  

出 来 て い な  

か し オ ぺ レ  

思われる。 

ュ — タ か ら コ  

い た っ て

に

し

と

圧 縮 装 置 （E C S 
、 ま だ 経 験 も 浅 く  

い こ と も あ っ て 、 

— タ に と っ て 、 マ 

E C S で の 経 験 を

ン ト て

) を

、 ま

シ  

ン

ル が 出 来 る よ

マ

シ

も

設 置 し た と き に 、

た 既 存 の 設 備 が コ ン ビ ュ 一 タ コ  

ン の デ 一 タ を 収 集 す る こ と く ら  

の 最 良 の 状 態 の 情 報 を 得 ら れ る

に し て .、 S S T R 

う に 設 計 さ れ た 。

い る

の 制 御 系 で は

こ れ は 、 うま

しか出 

と は 、 

全 て の  

動 作 し

ま た 近 年 は リニ

れ て て きてい る o し

才ぺレ — シヨ ン ( E
れ ば だ い ぶ 楽 1こはな

1 ) ビ

の 周 辺 機 器 も コ ン ビ ， ■ル 出 来 る よ う  

て い ず 、 あ

しし改造さ 

る 系 統 の

- タ で コ ン トロ 

し 才 ベ レ ー シ ョ ン が 誰 で も で き る 状 態 に は な

S 系 ） で は 、 職 人 芸 的 な 技 術 を 要 す る 。 （E C  S 建 設 当 時 か ら 比 べ  

た が ） そ の 理 由 は 、 次 の こ と だ と 思 わ れ る 。

ム モ ニ タ 関 係 が 不 備 の た め 、 ビ ー ム の 状 態 が よ く 分 ら な い 。 ( 加速 

管 列 に は ビ ー ム の ポ ジ シ ョ ン を 見 る た め の モ ニ タ が 1 つ も な く 、 ビ … ム ダ 

ク ト 系 で も 、 最 終 の ビ ー ム 取 り だ し 窓 以 外 の ボ ジ レ 3 ン モ ニ タ が 少 な い )
2 ) 老 朽 化 の た め 、使 え な い ス テ ア リ ン グ コ イ ル が あ る 。 （電 源 が 使 え な い

以 上 の 簡 題 を

1 ) ビ —  

こ れ は

し 実 際 に 使 用

2  ) ビ  

1 0

在 設 計 を 進 め

解 決 す る た め に
ム 口 ス モ ニ タ の

.、今 年 の 4 月 に 設 置 を 完 了  

し て い る 。

一 ム ス ク リ 一 ン モ

月 の 工 事 に 閭 に 合  

て い る o

今 年 度 次 の こ と を す る 予 定 で あ る  

設 置

ニ タ の 設 置 第 2 実 

う よ う に 現
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3 ) A C C S T C 電 源 の 更 新

4 ) B D ♦ Q マ グ ネ ッ ト 電 源 の 更 新

5 ) K バ ' ル サ 一 の 電 圧 プ リ セ ッ ト と

芙 ::
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4 、 こ れ か ら の 計 画

こ れ ま で の 改 造 に よ っ て 、 コ ン ビ ュ ー タ で 制 御 で き る 部 分 が だ い ぶ 揃 っ て き  

そ れ ら は 、 ま だ 単 独 で し か 動 作 し て い な い 。 こ れ か ら は 、 こ れ ら を ま と め て い  

る 。 そ の た め の 段 階 と し て 、 手 始 め に 図 4 の 計 画 を し て い る 。 こ れ は 、 D e Q

圧 の プ リ セ ッ ト を 連 動 さ せ る こ と に 関 連 し た 計 画 で あ る

1 ) ク ラ イ ス ト ロ ン パノレ サ 一 の 3 号機と パ’ ソ コ ン と を 、

( タ ッ チ パ ネ ル か ら D C 電 圧 の プリセ ッ ト を 行 う 。 ）

2 ) 伝 送 手 順 は 、 H D L C と 図 4
ピ-酿o

す る o ( 多 局 間 で 高 速 の 通 信 を 行 5 た め に

た 。 しかし 

く 必 要 が あ  

1 n g と電

バ 一 で 結 ぶ

は 、 高 い 信 頼 性 が 必 要 で あ る 。 ） 

次 の 段 階 で は 、

1 ) K P 1 〜 5 、 ガ ン パ ル サ  

相 器 、各 種 電 源 、 な ど を 全 て ネ ッ ト

に 組 み 人 れ る 。
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